
 
【⑤‐２-２ 基本の作図】 

 

 

１ 右下の図の△ＡＢＣにおいて，下の①，②，③の手順で直線ＡＰを作図します。 

 ① 頂点Ａを中心として，辺ＢＣと２点で交わる円をかき， 

   その円と辺ＢＣとの交点を点Ｄ，Ｅとする。 

 ② 点Ｄ，Ｅをそれぞれ中心として，互いに交わるように 

   等しい半径の円をかき，その交点の１つを点Ｐとする。 

 ③ 頂点Ａと点Ｐを通る直線をひく。 

 

  上の①，②，③の手順によって作図した直線ＡＰについて， 

 △ＡＢＣにおいて成り立つことがらを，下のアからエまでの中から１つ選びなさい。 

  ア 直線ＡＰは，頂点Ａと辺ＢＣの中点を通る直線である。 

  イ 直線ＡＰは，辺ＢＣの垂直二等分線である。 

  ウ 直線ＡＰは，∠ＢＡＣの二等分線である。 

  エ 直線ＡＰは，頂点Ａを通り辺ＢＣに垂直な直線である。 

 

２ 図１のような∠ＸＯＹがあります。∠ＸＯＹの二等分線は，図２のように，①，②， 

 ③の順で作図することができます。このとき，①，②，③の作図の説明を，下のア， 

 イ，ウの中からそれぞれ１つずつ選びなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

  ア ２点Ａ，Ｂをそれぞれ中心として，等しい半径の円をかき，その交点をＰとする。 

  イ 直線ＯＰをひく。 

  ウ 点Ｏを中心として円をかき，辺ＯＸ，辺ＯＹとの交点をそれぞれＡ，Ｂとする。 

 

３ 右の図で，長方形ＡＢＣＤを頂点Ｂを通る直線で折って， 

 頂点Ｃが辺ＡＤ上の点Ｅにくるようにした。 

  Ｅと折り目の直線を作図する方法を説明しなさい。 
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（例）頂点Ｂを中心とする半径ＢＣの円と辺ＡＤとの交点が，Ｅで， 

   ∠ＥＢＣの二等分線がその折り目になる。 
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①の手順からＡＤ＝ＡＥが成り立ちます。②の手順からＤＰ＝ＥＰが成り立ちます。そうすると，四角形ＡＤＰＥ

は線対称な図形になります。ＡＰは対称の軸になるので，線分ＤＥと垂直に交わります。 

図２の四角形ＯＢＰＡは，ＯＰが対称の軸となる線対称な図形になります。∠ＡＯＰ＝∠ＢＯＰとなります。 


